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薩摩女性・乃木静子の生涯と元銅像について

一乃木静子の家族

1 居住地鹿児島城下新屋敷(甲突川左岸)ア下級城下士居住地 イ 洪水危険地域

2 泌地家の家族9人 ア 父揚地定之(雄勝締奥医師)、母天伊子(貞子)

イ 子供7人中の末子通称→阿七{戸籍→シチ) (結婚後→静子)

ウ 長兄定基(1843-1928)幕末雄摩藩米国留学生、北海道開拓使幹郎、伊室県令、道庁部長、

元老院m官、貴族院経員次兄定廉海軍大尉で投す三兄定l!';i(1849-1927) 明治初期

米国海軍兵学校留学(機関学)、日消戦争梅田1i¥<<n艦隊機関長、海皿機関学校長(舞鶴)、

海軍中将、貴族院臨負*揚地家跡「海軍中将IJ，]I也定監君煩徳碑J五s立 1934(昭和 9)年

乃木静子の生涯 1859(安政6)-1912(大正元)

1 鹿児島掠下時代 7 薄給で貧乏生活 イ 末子ゆえ家族・近所に可愛がられ明るく育つ

2 家族で東京に移転{長兄定基の呼び寄せ)1872 (明治5)年〈前年説も〉

ア東京麹町女学校入学(長兄が父説得)→学IHJ、教義 イ 赤妓に土地跡入など家迎上#

3 }!;木希典(1849-1912) (長州滞出身)陸軍中佐(歩兵第一連隊長)との縁談 ・結婚

ア 郷土仲間lが斡綻伊瀬i也好成(乃木辿隊長岡l官大尉)<新屋敷〉、伊地知幸助{介)(日鶴職

争乃木司令官参謀長、のち中将)<上之関町〉、野津敏雄(少将、のち中将J<向腿町〉ら

イ 家新築祝い口実に見合い設定→1878(明治 11)年6月、甲突川河畔出身者や乃木ら 50余名

ク 結帰式 ・故露英→ 1878年8月27日、煤酌人野津敏雄少将(乃木町上官、のち中将)

・乃木は当日勤務後、締礼に大幅遅刻した上、祝宴で泥酔

・深夜、希典はシチに乃木家の家風(滋格さ)と姑(寿子)のやかましさ停を説明したうえで

名前も「静子」と改名を指示

4 結帰後の乃木夫誕

ア希典は気賎しい性絡で酒鮮は継続、 l聾典・保典のニ児誕生(病弱)→司法労鋭く

イ 勝気な嫁(静子)と厳しくあたる姑(寿子)の確執、希典は静観するのみ

ウ 1882 (明治 15)年、希典は静子と二児に別居を命ず→本郷湯島へ

エ 同年王手、静子は詫びを入札乃木家に復帰し、自分を変えることを強〈決意

以後、忍耐強<1巨人の悲として夫・姑に仕え、二児の子育てに徹す

オ希典は『一生、木綿の若物を:t1よ」と指示→静子は家庭の質紫生活に徹す

5 日露験争(1904-05)時の乃木家とその後

7 夫和典満州軍第三軍司令官(陸軍大将)、旅~攻四戦 ・ 奉天会椴後生ill→のち軍事参事官 ・

学習院長

イ 息子たちに高級香水を持参させ送り出す勝典(第二軍歩兵第一述隊小隊長(少尉))→金

州の戦いで戦死、保典(第三軍友安旅団長側官(少尉))→旅順 203高地攻撃中に戦死

'7 静子は姪たちを指導柴輝子(姉阿六の娘)の結婚に際し、「武門の妥の心得」を渡すなど

6 乃木夫誕の明治天皇への殉死 1912(大正元)年9月13日 歴史及び伝説化に名を残すー

ア 乃木夫誕の自決は、当時の日本国民や世界にものすごいインパクト(→有名人)

イ その影響希典→『神話化J(乃木神社など) 静子→武門の袈として『感動と衝撃」
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三 乃木静子夫人の銅像(座像)について

1 銅像建立~除幕式までの経緯(概袈)

ア 発起人及び財翫I提供者 村野山人翁 O車児刷出身、神戸市在住、大変な雛儀後に財をなす)

・建立の趣旨 乃木将躍を支えた離脱女性 ・静子夫人の人格に感激、その女徳を後世に伝える

・建立地勤地家跡(シチ誕生地)

・銅像の構成:台鹿の上に座像(高3尺5分、女房装束姿、製作者は大塚秀之丞)

6本柱の六角形屋根で台座上の座像を保護

.除幕式案内状。村野山人 ・須美子夫妻名で数百人に発送

イ 乃木夫人銅像除幕式

1 9 1 9 (大正 8)年 11月27日午後 l時~

τ 

・参列者静子夫人親城、主な来賓→i立政院賠貝(砧/.1'家など)、県知事など県庁幹部、殺限院

lDl貝(木県出身)、鹿児島郡長などll1l役所幹部、県会:iI!員、鹿児島市長など市役所幹

部、市会lDl員、!鹿児晶婦人会など多数

2 太平洋鞍争末期に軍備資材として、銅像を撤去し供出

ア 具体事例 1943 (昭和 18)年 叩月、照聞神社邸内の品枠斉膨・砧津久光・品itt忠義公三

銅像の応召決定→翌年4月 19日三公銅像供出壮行式(供出遅延で終f曲、供出を免れる)

イ 乃木静子夫人銅像もアの時期の供出ヵ

3 南日本 1995 (平成7)年 10月20日の記事

ア 見出し 『時代遅れ』か 『姉人のかがみ』カ」台座だけ残る乃木将軍夫人銅倣ー

イ記事の一部

-今年は戦後 50年.これを契機に「銅像を復元したbリ「時代遅れ.台座は徹去したほうが

いいJなど賛否両論の)1'が上がっている.

・公園を管理する公闘緑地銀は『公闘の管理上、支障はないので台座だけの状態がt捷いている.

(中略)戦争をIffiる歴史のーベ ジという見方もできる」

四おわりに

l 乃木静子の生き方

ア 大日本帝国話法下の「民法J(1898年施行)等を背景として、社会 ・家庭道徳が形成

・江戸時代の封路道徳が基盤→ 「家」の観念が強く、強大な戸主権 ・家替相続は男子優先

.女性に参政梅なし

イ 乃木静子の生き方は、アのもとでの明治社会を反映→ f女子教育{婦道)Jの鑑として活用

*戦後 女性参政縮(1945、選挙法改正)、民主主義教育(個人の価日立・機会均等 ・男女共学な

ど)(1947、教育基本法)、「家」制度(戸主楠)廃止→男女同栴 ・財産均分相続等(1947、

民法改正)、服用(1999、改正男女服用機会均等法)→女性の権利保障 ・地位向上

2 乃木静子夫人銅像建立の意義

ア 銅像の建立を過して(銅像を窓口として)、明治j聞の法や社会風潮のもとでの女性の地位 ・

権利や生き方を知ると共に、その考え方は大正期以降も継承された(満州事変~太平洋峨

争期には女子教育で美化された面的.職後、民主主義社会の実現に向けた努力を積み重

ねて、現在の男女平等社会実現に至る歴史への理解を深める.

イ 銅像は当時の社会や女性の生き方を反映する(象徴的)歴史資料

*峨争末期供出された銅像のない台座も、 70年を経た現曜は歴史資料
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